
令和 4 年 5 月 12 日　(木）　19：00　～　20：30

根岸下自治会館

清水亜樹、　黒岩陣太郎

（開会）清水豊司　　（閉会）　伊藤奈穂子

岡田幸二

牧野一仁

重田有紀

高橋秀夫、丸本伸枝

　　 12人　

Q　山形県遊佐町では、子ども議会に予算を付け政治に興味を持たせ、若年層の投票率

Q　HP上の町内医療機関の情報が更新されていないこともあった、行政から医療機関へ

A　現状は町のFBを活用する予定、今後はLINE等の活用も視野に入れる。
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費用対効果等を勘案し一時断念し、議事録検索システムは導入した。

事務局

A　近隣市町を参考に研究している。より深く審議するため今後の方向性を定めたい。

参加人数

Q　コロナ禍で議場に足を運べないことや、傍聴の人数制限等を踏まえ、SNS発信は必須

議会専用のSNS活用が必要だと思うが、町のFBを活用するのは予算との兼ね合いか？

映像配信についての議論は以前はなされていたが、高額な予算立てが必要となり

創価学会脇の水路の歩道化の進捗状況は？

A　今年度予算に2730万の工事費が計上、1300万余は国庫補助（予定）

区間はR255から小児科前まで100ｍ弱、工事は10月発注予定。

Q　根岸のセブンイレブンの車の出入り、町道9号線工事で生じる通学路変更、それに伴う

が、向上している。このような取り組みを導入してはどうか。

A　中学生議会が2年間中止、今年度は学校と調整中だが、できる限り開催したい。

投票年齢が引き下げられたこともあり、そのような取り組みは重要だと認識している。

議場見学会は、8月頃開催で調整している。

意見)審議に十分な時間を設ける、制限をかけない、色々な議員の意見を取り入れられる

Q　議長の諮問の予算、決算の審議のあり方とあるが、具体的にはどのようなことか。

Q　広報お知らせ版の議会報告会開催案内記事が小さい、大きくすれば集客も進むのでは？

審議のあり方を望む。

A　広く周知することは重要、多くの町民に参加してほしいので、今後検討する。



病院探しが公式LINE等で瞬時に行えるような仕組みも、子育て支援の一環として必要では

確認作業をしてほしい、特に乳児予防接種等の情報

若いお母さん世帯のSNS利用媒体は、FBよりLINEやインスタであるため活用してほしい

A　町に伝える

Q　報告に防災関連情報がないが、担当はどこか

A　企画経済常任委員会である、今回の研究テーマに防災が入っていなかったため

Q　気候非常事態宣言について、詳しく聞きたい

A　地球温暖化が騒がれる中、町と議会で共同宣言を行った

今後は、町の施策に注目していく

Q　消防団員不足が続くが、職員が団員を担い、防災倉庫内に中央分団を創設してはどうか

A　団員を増やす取組はいくつか行っている

消防団消失に伴い、消防車があくことになるため活用方法を含め、様々提案していく

Q　障害者の就労支援についての提言提出を評価する、前進である

障害者への理解増進のため、今後も力を貸してほしい

A　共生社会の実現のため、理解増進は必要であり、引き続き訴えていく


